
 
５月１９日（木）に、地元の農家の皆様にご協力い

ただき、１年生が農業体験を実施しました。１年生は 
コロナの影響で、小学校での米作り体験ができなか
ったようです。今回は、ほうれん草やいちごの栽培、
田植えの体験ができ、農家の方々との交流を通して
たくさんの笑顔が見られました。 
【子どもたちの感想】 
・いちごは、採った後も大変な作業があり、やってい
る農家が少なく若い人も少ないので、農家がなくな
るかもという話を聞きました。今後、おいしいいちご
を作る農家がなくならないでほしいと思いました。 
・今まで田植えをしている人を見ているだけで、腰を
痛めてないか心配だったけど、自分で稲を植えたら、            

足も痛かった。これからも、 
ご飯を味わって食べたい。 
・ほうれん草作りを体験し 
て、自分の故郷はこんなに
すごいことがあって嬉しか
った。これからも、感謝して 
食べたい。 

 
 ５月３１日（火）に、６年生がプール掃除を行いま
した。今年は「おやじの会」や地域の方にも強力にサ
ポートしていただきました。一年間使われなかった
プールには苔や汚泥がこびりついていましたが、６
年生と地域の方々の頑張りで、とてもきれいなプー
ルがよみがえりました。 
【子どもたちの感想】 
・最初にプールを見たときは、こんなにきれいになる
なんて想像もできませんでした。今年は、地域の方が
お手伝いに来てくれたのです。機械の水の勢いを使
って泥や汚れがどんどんきれいになっていきまし
た。ぼくたちも、いっしょにぞうきんやデッキブラシ
を使ってきれいにしました。すみずみまできれいに      

なっていくプールに感
動しました。地域の人
がいっしょにそうじを
してくれたことがうれ
しかったです。今度は
ぼくも地域のお手伝い
をしたいと思いまし
た。 

 

 

 

 

 
 

 

 ６月１日（水）、今年度の第１回コミュニティ・スクール

（ＣＳ）推進委員会を開催しました。ＣＳを進めていく上

でのポイントは、学校と地域が目標やビジョンを共有する

ことです。そのために必要なものの一つが学校運営協議会

での『熟議（熟慮と議論）』です。今回の推進委員会では、

各学校のＣＳ担当者で熟議を体験してみました。今回のグ

ループが熟議のテーマに選んだのは、『郷土学習で何を子ど

もたちに伝えるか』と『下校時の安全をどう確保するか』

でした。参加者は、教員と地域の方の立場に分かれ、それ

ぞれの立場に立った発言を交わし、各グループで課題解決

や目標達成につながるアイデアが生まれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★地域の方々の力は、子どもたちの成長を支える大きな力です。ご協力ありがとうございます！ 

裾野市教育委員会 

学 校 教 育 課 

令和４年７月１日 

 

【熟議のプロセス】 

１ 保護者・教職員・地域住民等が集まって 

２ 課題について、熟慮・議論することにより 

３ 立場や果たすべき役割への理解が深まるとともに 

４ 個々人が納得して自分の役割を果たすようになる 

【参加者の感想】 
・熟議を体験したことで、意見の出し合いだけ
でなく、具体的な方向性を見い出す場に換え
ていく様子が分かりました。 
 
・今後、学校運営協議会をどう進めていけばよ
いか…と悩んでいたので、今回の「テーマを決
めて熟議」という方法は、とても参考になりま
した。進むべき方向性が見えた気がします。 

深良中 西小 


